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会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
当
協
会

の
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
、
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
二
年
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
の
中
で
、
あ
ら
ゆ

る
社
会
活
動
が
停
滞
し
、
以
前
か
ら
の
努

力
や
経
済
活
動
に
よ
る
成
果
を
喪
失
す
る

事
態
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
全
体

に
も
、
言
う
に
言
わ
れ
ぬ
無
力
感
や
停
滞

感
が
い
つ
果
て
る
と
も
な
く
広
が
っ
て
行

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
小
江
戸
川
越
観
光
協
会
と
し
ま
し
て
は
、

い
か
な
る
事
態
に
直
面
し
よ
う
と
も
あ
く

ま
で
社
会
全
体
の
発
展
と
人
々
の
幸
せ
を
、

観
光
事
業
の
持
続
可
能
な
企
画
実
行
を
も

っ
て
、
実
現
し
て
ゆ
き
た
い
と
念
願
致
し

ま
す
。
一
昨
年
の
「
越
え
て
い
こ
う
、
川

越
」
ポ
ス
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
多

く
の
企
業
や
商
店
、
個
人
の
皆
様
の
賛
同

と
共
感
を
得
て
、
共
通
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

表
示
し
た
ポ
ス
タ
ー
が
町
中
に
並
ん
だ
の

で
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
停
滞
す
る
社

会
へ
力
強
く
、
か
つ
明
る
い
復
興
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
展
開
さ
れ
、
正
に
様
々
な
歴

史
を
の
り
越
え
た
「
川
越
人
」
の
明
る
い

未
来
を
信
じ
る
強
さ
と
信
念
が
表
明
で
き

た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
へ
の
対
応
も
ま

だ
継
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
当

観
光
協
会
は
春
ま
つ
り
の
推
進
や
、
従
来

通
り
の
花
火
大
会
の
実
施
、
各
地
域
で
開

催
さ
れ
る
記
念
事
業
へ
の
協
賛
、
協
力
を

積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
又
、
埼

玉
県
内
は
じ
め
各
地
の
観
光
協
会
と
の
連

携
を
更
に
強
め
、
観
光
に
関
す
る
情
報
の

交
換
や
、
相
互
の
観
光
客
誘
致
を
図
り
つ

つ
共
に
発
展
へ
の
歩
み
を
強
く
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
川

越
市
市
制
施
行
1
0
0
周
年
と
い
う
ま
こ

と
に
お
め
で
た
い
記
念
の
年
で
あ
り
ま
す
。

観
光
協
会
は
、
市
当
局
は
じ
め
川
越
商
工

会
議
所
や
各
自
治
会
、
各
団
体
と
の
協
力

関
係
の
も
と
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
等
関
係
者

の
皆
様
と
共
に
鋭
意
実
施
し
つ
つ
、
当
市

の
1
0
0
周
年
を
多
い
に
盛
り
上
げ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
す
が
、

観
光
事
業
の
回
復
最
盛
を
期
し
て
さ
ら
な

る
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

1
0
0
周
年
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
江
戸
時
代
、
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
川

越
は
、
新
河
岸
川
舟
運
を
利
用
し
た
物
資

輸
送
に
よ
っ
て
江
戸
と
強
い
つ
な
が
り
を

持
ち
、
ま
た
、
江
戸
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
文

化
を
取
り
入
れ
経
済
・
文
化
面
で
豊
か
さ

を
享
受
し
て
い
ま
し
た
。
明
治
時
代
に
入

っ
て
か
ら
も
、
江
戸
時
代
の
繁
栄
を
背
景

に
発
展
を
続
け
、明
治
11
年（
1
8
7
8
年
）

に
県
内
初
の
国
立
銀
行
で
あ
る
第
八
十
五

国
立
銀
行
が
開
業
。
明
治
33
年
（
1
9
0
0

年
）
に
は
県
内
初
の
国
立
銀
行
公
益
経
済

団
体
で
あ
る
川
越
商
業
会
議
所
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
川
越
鉄
道
（
現
在
の

西
武
新
宿
線
）
や
東
上
鉄
道
（
現
在
の
東
武
東

上
線
）
が
開
通
す
る
と
、
鉄
道
輸
送
の
比

重
が
高
ま
り
、
東
京
と
の
結
び
つ
き
を
強

め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
経
済
力
の
発
展
を
背
景
に
、

川
越
で
は
市
制
施
行
に
つ
い
て
の
議
論
が

活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
風
潮
に
影
響
さ
れ
、
地
方
自
治
に

対
す
る
住
民
の
意
識
が
向
上
し
、
市
制
施

行
の
実
現
へ
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　
こ
う
し
て
川
越
市
は
、
大
正
11
年

（
1
9
2
2
年
）
12
月
1
日
に
県
下
初
の
市

制
を
施
行
し
、
昭
和
14
年
に
田た

面の
も

沢ざ
わ

村
と
、

昭
和
30
年
に
は
隣
接
す
る
9
村
（
芳よ
し

野の

村
、

古ふ
る

谷や

村
、
南
み
な
み

古ふ
る

谷や

村
、
高た
か

階し
な

村
、
福ふ
く

原は
ら

村
、
山や
ま

田だ

村
、
名な

細
ぐ
わ
し

村
、
霞
か
す
み

ケが

関せ
き

村
、
大だ
い

東と
う

村
）
を

合
併
し
て
現
在
の
市
域
と
な
り
ま
し
た
。

　
都
心
に
近
い
立
地
で
あ
り
な
が
ら
、
県

内
有
数
の
農
業
産
出
額
を
有
す
る
農
業
、

交
通
の
利
便
性
を
生
か
し
た
流
通
業
、
伝

統
に
培
わ
れ
た
商
工
業
、
豊
か
な
歴
史
と

文
化
を
資
源
と
す
る
観
光
な
ど
、
充
実
し

た
都
市
機
能
を
有
し
て
お
り
、
平
成
15
年

に
は
県
内
で
初
め
て
中
核
市
に
移
行
し
、

県
南
西
部
地
域
の
中
心
都
市
と
し
て
発
展

し
て
き
ま
し
た
。令
和
4
年（
2
0
2
2
年
）

に
市
制
施
行
1
0
0
周
年
と
い
う
大
き
な

節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
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川
越
の
魅
力
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
い

ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
各
ス
ポ
ッ
ト
を
ま
わ
る
モ

デ
ル
コ
ー
ス
の
紹
介
や
、
観
光
に
役
立
つ

マ
ッ
プ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
る
機
能
を
備
え
、
小
江
戸
川
越

巡
り
を
す
る
方
の
サ
ポ
ー
ト
に
な
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
２
年
12
月
１
日
に
迎
え
る
川
越

市
市
制
施
行
１
０
０
周
年
を
契
機
に
、
小

江
戸
川
越
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。

　
年
代
問
わ
ず
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
ポ

ッ
プ
で
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
と
し
、
観
光
ス

ポ
ッ
ト
や
グ
ル
メ
、
店
舗
情
報
な
ど
を
コ

ン
テ
ン
ツ
ご
と
に
分
け
て
紹
介
。
小
江
戸

川
越
市
市
制
施
行

１
０
０
周
年
を
控
え
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

小
江
戸
川
越
ウ
ェ
ブ

見
て
・
食
べ
て
・
体
感
し
て
、

小
江
戸
川
越
巡
り
を
さ
ら
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の

情
報
を
、
観
光
客
に
わ
か
り
や
す
く
発
信
し
て
い
ま
す
。

　時の鐘や川越氷川神社など、川越の定
番観光スポットを巡る「定番！小江戸川
越 おさんぽコース」から、本丸御殿や
三芳野神社といった、歴史的建築物をメ
インにまわる「城下町・川越 歴史めぐ
りコース」など、４つのモデルコースを
タイムスケジュール付きで紹介していま
す。初めて観光される方に、川越歩きの
参考としてもらうことを目的としていま
す。

お
す
す
め
散
策
コ
ー
ス

各項目を選択するとタイトルに沿ったモデル
コースが表示され、観光スポットや店舗の特
徴など、川越の魅力を余すところなく紹介し
ています。

「観る・食べる・買う・泊まる・体験す
る」の５つの項目に分けられており、川
越の各スポット情報を検索することがで
きます。紹介している観光地や飲食店に
は説明文を添えました。スポットを訪れ
る前に事前情報をリサーチすることがで
きる点が特徴です。川越巡りでちょっと
一休みしている時に、次に向かう場所を
調べてもらう、という使い方をしていた
だけます。

ス
ポ
ッ
ト
情
報

各項目に関連した写真を配置した見やすいレ
イアウトで、次に訪れたい場所を直感的に検
索できるデザインとしました。

写真と説明文付きで、１日の観光スケジュー
ルを紹介しています。スポットの魅力や近隣
のオススメ情報、小ネタなどを楽しく知って
いただくことができます。

スポットはサムネイルで表示され、行きたい
場所を選択すると、詳細情報や住所、電話番
号、マップが表示されるほか、公式サイトへ
アクセスできるようリンクも貼っています。

こちらから！

https://www.koedo.or.jp
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会員名 所在地 TEL
キャンドルスクール川越 Twin Tail 川越市新宿町 1-9-9 スマイルハウス 1F 090-8634-5553
アイデアマート 川口市江戸袋 1-17-41 アイビハイツ 1106 080-8437-9515
( 株 ) ワンバレット 川越市脇田本町 29-4 ローヤルシティ川越 802 090-5819-7824
( 株 ) タカインフォテクノ 川越市脇田本町 1-3 グランベル川越ビル 4F 049-246-5588
小江戸甲冑隊 川越市下新河岸 70 武蔵野自治会館内 090-5194-2745
( 有 ) ミネ五十子印刷 狭山市狭山 12-19 04-2952-2701
( 株 ) 東武ストア 川越店 川越市脇田町 103 049-225-3101
川越氷菓 くもとゆき 川越市連雀町 8-1 立門前第一ビル 1F縁結び横丁内 070-8460-1118
月の宿 KAGUYA 川越市八ツ島 52-1 049-230-4838
なるかわ農園 川越市下松原 196 －－
peel off 川越市連雀町 2-6 －－
SENTIAMO 川越市新富町 1-3-5Actree 川越 3F 049-299-7250
CRAFY 川越市幸町 6-9 2F 0120-998-619

新入会員紹介

い
ま
す
。「
外
国
人
観
光
客

の
方
が
、
カ
ミ
ソ
リ
が
珍
し

い
と
言
っ
て
入
っ
て
く
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
よ
」
と
話
す

二
代
目
の
矢
萩
和
義
さ
ん
。

観
光
の
合
間
に
気
軽
に
立
ち

寄
り
、
シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
を
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

ち
が
た
く
さ
ん
訪
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
！
店
長
の
洲

合
千
尋
さ
ん
自
身
も
ス
イ
ー

ツ
好
き
で
、
そ
れ
が
ク
レ
ー

プ
屋
を
始
め
た
き
っ
か
け
で

す
。
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
ボ
リ

ュ
ー
ム
の
あ
る
絶
品
ク
レ
ー

プ
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

の
他
に
も
鴨
ロ
ー
ス
焼
き
や

焼
き
味
噌
と
い
っ
た
、
お
酒

に
合
う
お
つ
ま
み
メ
ニ
ュ
ー

も
提
供
し
て
い
ま
す
。
美
味

し
い
蕎
麦
と
お
酒
、
肴
を
お

し
ゃ
れ
な
店
内
で
味
わ
え
る

川
越
の
人
気
の
お
店
で
す
。

然
乾
燥
で
製
作
し
、
下
処

理
・
加
工
・
商
品
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
ン
グ
な
ど
、
す
べ
て
き

ぼ
う
工
房
の
メ
ン
バ
ー
が
行

っ
て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
が
香
る
く
つ
ろ
ぎ
の
店

内
で
、
お
す
す
め
の
シ
フ
ォ

ン
ケ
ー
キ
を
ど
う
ぞ
。

　
昭
和
38
年
創
業
の
「
ヘ
ア

ー
サ
ロ
ン
銀
巴
里
」。
散
髪

に
訪
れ
る
お
客
さ
ん
は
地
元

の
方
だ
け
で
な
く
、
観
光
で

立
ち
寄
っ
た
際
に
気
に
入
っ

て
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
る
人
も

お
り
、
店
内
は
年
代
・
性
別

を
問
わ
ず
多
く
の
人
で
賑
わ

　
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
県
内
各

地
を
訪
れ
、
美
味
し
い
ク
レ

ー
プ
を
販
売
す
る
「Floret

」。

2
0
2
1
年
２
月
に
は
店
舗

も
オ
ー
プ
ン
し
、
そ
れ
を
知

っ
た
近
所
に
住
む
小
学
生
や

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、

S
N
S
で
情
報
を
見
た
人
た

　
そ
の
日
使
う
分
の
蕎
麦
を

毎
日
石
臼
で
製
粉
し
、
手
打

ち
の
十
割
蕎
麦
を
提
供
す
る

「
十
限
無
」。
そ
の
味
は
、

一
度
味
わ
っ
た
ら
ま
た
通
い

た
く
な
る
ほ
ど
。
海
老
天
や

野
菜
天
、
鴨
そ
ば
な
ど
蕎
麦

の
メ
ニ
ュ
ー
は
豊
富
で
、
そ

フ
ラ
ン
ス
語
で
〝
優
し
い
そ

よ
風
〞
を
意
味
す
る
「une 

brise

」
は
、
所
沢
市
の
障
が

い
者
就
労
継
続
支
援
事
業
所

「
き
ぼ
う
工
房
」
が
運
営
す

る
、
カ
フ
ェ
&
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
の
販
売
店
で
す
。
取
り

扱
う
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
は
自

ヘアーサロン銀
ぎんぱり
巴里F

フローレット
loret

十
じゅげむ
限無une b

ユヌブリーズ
rise

川越市幸町7－5
電話 049-224-9753
営業時間 9時-19時（平日）／
8時30分-18時30分（日・祝日）
定休日 月曜日、第2・3火曜日
※定休日はHPでご確認いただけます。
HP https://www.ginpari.site

川越市三久保町8－7
電話 049-211-6599
営業時間 12時-22時（平日）／
10時-22時（土・日・祝日）
定休日 月曜日　※営業時間・場所・定
休日は変更になる場合があります。
詳細はHP・SNSをご確認ください。
HP https://floret-to-you.com

川越市久保町6-6
電話 049-277-5752
営業時間 11時-15時、18時-21時
定休日 水曜日・第3木曜
Instagram https://www.instagram.
com/soba_jugemu/

川越市幸町3-8
電話 049-299-7152
営業時間 11時-17時（L.O.16時30分）
定休日 月曜日（祝日の場合は次の平日
が休み）
HP https://unebrise.owst.jp

　月ごとに開催される川越の行事・イベ
ント情報を、カレンダーで紹介していま
す。現在開催中、開催予定、そして開催
が終了した催しごとの詳細を、ホームペ
ージを拝見されている方に知っていただ
くことができます。

行
事
・
イ
ベ
ン
ト
情
報

　川越市内の御朱印がもらえる神社・仏
閣とお店、洋風建築、フォトアルバム、
特産品のさつまいもと抹茶を特集したカ
テゴリーです。観光情報に加えて、さつ
まいもと抹茶のスイーツ・グルメが味わ
えるお店や、川越の美しい風景を見て・
知ってもらうことを狙いとしています。
「PHOTOGENIC KAWAGOE」 で は、
Instagramを通して観光客から川越の写真
を募集しています。

小
江
戸
川
越
特
集

神社仏閣特集では得られるご利益を紹介して
いるほか、さつまいも &抹茶特集では特産
品となった歴史を知っていただけます。

散策ガイドや食事処、トイレの場所などを記
したマップを、小江戸川越観光の際に役立て
ていただくよう、ダウンロード可能にしまし
た。

コンテンツの１つである洋風建築めぐりでは、
埼玉りそな銀行を始めとした洋風建築物を紹
介し、異国情緒あふれる川越の魅力を発信し
ています。

観光に役立つマップを
ダウンロード可能に
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蓮
馨
寺

室
町
時
代
に
創
建
さ
れ
た
蓮
馨
寺
は
、

川
越
城
主
の
母
・
蓮
馨
大
姉
が
、
民
衆
に

安
ら
ぎ
の
場
を
も
た
ら
す
べ
く
建
て
た
、

浄
土
宗
の
歴
史
あ
る
お
寺
で
す
。

参
道
正
面
の
総
祈
願
所
に
は

多
く
の
ひ
と
び
と
を
助
け
た
呑
龍
上
人
が
祀
ら
れ
、

毎
月
八
日
は
縁
日
で
楽
し
い
出
店
が
並
ぶ

「
呑
龍
デ
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

お
堂
の
正
面
に
は
「
お
び
ん
ず
る
様
」
が
鎮
座
。

お
身
体
に
触
る
と

病
気
が
治
る
と
、
大
人
気
で
す
。

川越を知る
fi le . 2

川
越
市
内
に
あ
る

歴
史
的
建
造
物
や
人
物
、

ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
取
り
上
げ
る

連
載
〝
川
越
を
知
る
〞。

今
号
で
は
連
雀
町
に
あ
る
、

蓮
馨
寺
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
1
５
４
９
年
、
小
田
原
の
北
条
氏
が
川

越
を
平
定
し
た
頃
、
川
越
城
主
の
母
・
蓮

馨
大
姉
が
現
在
の
上
尾
市
平
方
の
地
に
蓮

馨
寺
を
建
立
。
甥
に
あ
た
る
感
誉
存
貞
上

人
を
招
い
て
開
山
し
、
そ
の
後
寺
院
は
川

越
の
地
に
移
さ
れ
た
。
感
誉
存
貞
上
人
は

学
徳
第
一
と
云
わ
れ
、
上
人
を
慕
っ
て
全

国
か
ら
多
く
の
修
学
僧
が
訪
れ
た
と
い
わ

れ
て
お
り
、
後
に
浄
土
宗
の
大
本
山
・
増

上
寺
の
第
十
世
に
昇
ら
れ
た
。

　
こ
の
増
上
寺
は
徳
川
家
と
縁
の
あ
る
寺

院
で
あ
り
、
家
康
が
江
戸
幕
府
を
開
く
と

増
上
寺
の
檀
家
と
な
り
、
こ
の
寺
院
を
中

心
と
す
る
僧
侶
の
大
学
に
あ
た
る
、「
浄

土
宗
関
東
十
八
檀
林
」
の
制
を
設
け
、
蓮

馨
寺
も
そ
の
う
ち
の
一
つ
と
な
っ
た
。
残

さ
れ
て
い
る
書
簡
に
よ
る
と
、
家
康
は
領

地
見
回
り
の
際
に
三
、
四
回
ほ
ど
蓮
馨
寺

を
訪
れ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
蓮
馨
寺
は
街
の
発
展
に
古
く
か

ら
寄
与
し
て
お
り
、
太
閤
秀
吉
が
天
下
を

と
り
、
北
条
の
支
配
地
川
越
も
攻
め
込
ま

れ
る
か
と
い
う
時
、
当
時
の
蓮
馨
寺
の
三

代
目
住
職
が
秀
吉
に
、「
川
越
に
住
む
ひ

と
び
と
は
穏
や
か
な
民
で
あ
り
、
つ
つ
ま

し
く
暮
ら
し
て
い
る
。
ど
う
か
そ
の
生
活

を
守
っ
て
ほ
し
い
」
と
書
簡
を
送
っ
た
と

こ
ろ
、
そ
の
書
状
が
秀
吉
の
心
を
動
か
し

た
。
秀
吉
の
軍
勢
は
川
越
に
攻
め
入
る
こ

と
を
せ
ず
、「
川
越
で
は
火
付
け
、
争
い

ご
と
、
刀
を
抜
く
こ
と
は
ま
か
り
な
ら
な

い
」
と
い
っ
た
内
容
の
朱
印
状
を
蓮
馨
寺

に
送
り
、
川
越
は
戦
火
を
免
れ
た
。
こ
の

書
状
は
今
も
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　
地
域
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
の
蓮

馨
寺
は
、
大
正
十
一
年
に
川
越
に
市
制
が

敷
か
れ
た
際
、
中
心
地
で
あ
っ
た
川
越
の

北
部
と
発
展
が
進
む
南
部
の
間
に
あ
る
、

蓮
馨
寺
の
境
内
を
貫
く
道
路
を
作
る
必
要

が
あ
る
と
い
う
要
望
が
上
が
っ
た
際
、
当

時
の
住
職
が
川
越
の
発
展
の
た
め
な
ら
ば

と
、
境
内
の
中
央
を
県
に
上
納
し
今
の
中

央
通
り
が
完
成
し
た
。

　
ま
た
、
蓮
馨
寺
に
は
呑
龍
上
人
と
い
う

名
僧
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に

慈
善
事
業
を
積
極
的
に
行
な
っ
た
徳
の
高

い
僧
で
、
貧
し
い
人
々
や
子
供
達
の
命
を

救
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
蓮
馨
寺

で
は
こ
の
呑
龍
上
人
の
救
い
の
御
心
を
引

き
継
ぎ
、
人
々
の
生
活
を
応
援
す
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
境
内
を
解
放
し

て
い
る
ほ
か
、
願
い
を
叶
え
る
呑
龍
上
人

祈
願
を
受
付
け
、
ま
た
、
生
き
る
為
の
写

経
、
仏
教
講
座
も
大
人
気
と
な
っ
て
い
る
。

徳
川
家
と
縁
あ
る

川
越
に
住
む
ひ
と
び
と
の

憩
い
の
お
寺

呑龍堂の正面には、釈迦の
弟子の「おびんずる様」が
鎮座しており、参拝者が体
を触ると病気が治り、頭を
触ると頭が良くなるといわ
れている。
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呑龍堂では、安産、子育て、厄除け、交通安全な
どの各種祈願を毎日受け付けている。あらゆる困
りごとを解決し、多くのひとを幸せにした「呑龍
上人」が祀られており、現在でもその救いの御力
にあずかるため、多くの善男善女を集めている。

厳
か
で
静
謐
な

歴
史
あ
る

祈
願
所
・
呑
龍
堂

左）第四十八代目である粂原住職は、小江
戸川越観光協会・会長も務め、地元川越発
展のための様々な活動を行なっている。
右）中央通りを歩いていると目に入る蓮馨
寺の正門。休日は境内でイベントも開催さ
れ、多くのひとの憩いの場として賑わう。撮影 中村香奈子／熊谷昭典（SPAIS）

デザイン 吉野博之／井上 唯
執筆 芦田 玲
編集 櫻井理恵／芦田 玲

小江戸川越

おもてなし
令和4年2月8日　発行

　今回の特集記事で紹介させていただきましたが、この度川
越市市制施行100周年に合わせ、観光協会のホームページを
リニューアルしました。公開後もさらに利用しやすいホーム
ページを目指し、改善を重ねております。まだ公開１か月程
の数字ですが、新ホームページの平均PV数は昨年と比べお
よそ2倍となっており、多くの方にご覧いただいております。
また、「大変見やすい」、「店舗の掲載が豊富である」といっ
た声をいただくとともに、新たに追加したモデルコースや特
集ページなどもよく閲覧されております。今後も会員さんの
ページやイベント情報などのさらなる充実を図り、会員さん
からもいろいろなご意見をいただきまして、より利用しやす
いホームページ作りを進めてまいりたいと考えておりますの
で、宜しくお願いいたします。

（公社）小江戸川越観光協会
専務理事　根岸 督好

《
編
集
後
記
》

発行 公益社団法人　小江戸川越観光協会
 〒350-0056　埼玉県川越市松江町2-1-8 
 TEL:049-227-9496
印刷 株式会社 櫻井印刷所

本誌は著作権法の保護を受けています。
内容を無断で転写、複製、転載することは禁じられています。

開催場所：川越市内中心エリア
キット価格：1,800円（税込）
想定所要時間：5～6時間

風
ふ し ぎ ど う

詩吟堂のヒミツ
開催場所：川越市内「伊佐沼」
「新河岸」「霞ケ関」エリア
キット価格：1,500円（税込）
想定所要時間：2時間×3エリア

川越浪
ろ

漫
まん

財
ざい

宝
ほう

譚
たん

川越市を舞台に謎を解き、宝探しに挑戦しよう！
中心エリアと郊外エリアの2種類の参加キットを販売しています。

川越市100周年川越市100周年

謎解き周遊イベント謎解き周遊イベント

川越駅観光案内所、本川越駅観光案内所、仲町観光案内所、小江戸蔵里（昭和蔵）、タカラッシュ公式サイト販売場所
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